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由比港漁協

調査地 点の堆積物を示 しなが ら調査結果を発表する

由比港漁協の宮原淳一組合長 (左)と望月武専務
=1日 午前 10時半 ごろ、静岡市清水区の同漁協

富
士
川
流
域
調
査
結
果
公
表

サ
ク
ラ
エ
ビ
の
記
録
的

な
不
漁
を
受
け
て
由
比
港

漁
協

（静
岡
市
清
水
区
由

比
今
宿
）
が
行

っ
て
い
た
、

漁
場
に
近
い
駿
河
湾
に
注

ぐ
同
区
蒲
原
の
工
場
放
水

路

（最
大
毎
秒
７５

ント
）
な

ど
の
泥
の
成
分
調
査
に
つ

い
て
、
宮
原
淳

一
組
合
長

は
１
日
午
前
、
漁
協
で
記

者
会
見
し
、

「
（赤
潮
の

原
因
と
さ
れ
る
）
有
機
物

に
よ
る
汚
染
は
確
認
さ
れ

な
か

っ
た
」
と
明
ら
か
に

し
た
。
今
後
は
県
と
協
力

し
、
調
査
項
目
を
増
や
す

な
ど
し
な
が
ら
継
続
調
査

す
る
方
針
と
い
う
。

――
関
連
記
事
３
面
ヘ

宮

原
組
合
長
に
よ
る

と
、
昨
年
Ｈ
，
１２
月
に
工

場
放
水
路
沖

（水
深
１０

ｏ

９
厨
）
と
富
士
川
河
□
（同

７

ｏ
２
眉
）
、
富
士
川
の

支
流
の
早
川

（山
梨
県
早

川
町
）
で
底
の
泥
な
ど
を

採
取
し
、
民
間
の
研
究
機

関
に
成
分
調
査
を
依
頼
し

て
い
た
と
い
う
。

調
査
は
有
機
性
汚
濁
物

質
を
測
定
す
る
指
標
の
化

学
的
酸
素
要
求
量

（Ｃ
Ｏ

Ｄ
）
や
強
熱
減
量
（土
な
ど

に
含
ま
れ
る
主
に
有
機
物

の
質
量
）
、
全
窒
素
量
、
全

リ
ン
量
な
ど
の

一
般
的
な

底
質
検
査
。そ
の
結
果
、
一

般
的
な
河
川
に
比
べ
て
も

低
い
値
が
出
た
。
一
方
で
、

潜
水
調
査
な
ど

の
過
程

で
、
非
常
に
細
か
い
粘
土

質
の
粒
子
が
海
底
に
数
十

考
程
度
も
堆
積
し
て
い
る

こ
と
が
分
か

っ
た
。
宮
原

組
合
長
は

「も
と
も
と
の

海
底
の
土
質
と
は
違
う
も

の
が
上
流
域
か
ら
流
れ
て

き
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

漁
協
は
す
で
に
県
水
産

業
局
に
追
跡
調
査
を
打
診

し
、
了
解
を
得
て
い
る
と

い
う
。宮
原
組
合
長
は
「今

回
は
駿
河
湾
に
注
ぐ
濁
り

が
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
て

い
る
か
特
定
に
は
至
ら
な

か

っ
た
」
と
述
べ
た
“
そ

の
上
で
、

「
（早
川
上
流

の
）
雨
畑
ダ
ム
は
じ
ゅ
ん

せ
つ
を
し
な
が
ら
放
水
路

か
ら
導
水
管
に
濁

っ
た
水

を
出
し
て
い
る
の
を
確
認

し
て
い
る
。
今
後
も
注
目

し
て
い
く
」
と
し
た
。
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※Xが由比港漁協
が成分調査した
3地点

工場放水路から:

出る濁り ・

※緑は水力発電所、オ
レンジは取水えん堤

※青と赤は導水管。た
だし赤の導水管は
2017年 10月 から工
事のため通水して
いない。このため雨
畑ダムの水は早川
を経て富士川と合
流する `/プ裂


